
最新の議会だより
編集・発行を重ねて
進化してきました

議会だより創刊号
１号があってこそ、
今があります

みどり市議会だより

みどり市誕生 20 年目の市議会議員 18 人（議長席からの眺め）
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　 市制施行20周年記念特集



・自然との共存をめざし、環境にやさしいまちをつくります｡

・歴史と文化を大切にし、互いに学び合うまちをつくります｡

・命を育み共に助け合い、笑顔あふれるまちをつくります｡

・心と体の健康につとめ、活気ある産業のまちをつくります｡

・人権を尊重し、きまりを守り、平和で住みよいまちをつくります｡

みどり市議会　20年のあゆみ
みどり市誕生以後の歴代正副議長を紹介。

　公募により決定された“みどり市”みどり

豊かな自然環境と、若い芽が伸びゆくような

「みどり」のイメージから選ばれました。

　みどり市を構成する地域は、集落が多数点在していまし
たが、明治 22 年、昭和 29 年、昭和 33 年に合併を繰り
返してきました。そして、平成 18 年 3月27日に新田郡笠
懸町、山田郡大間々町、勢多郡東村の２町１村が合併して
みどり市が誕生しました。

みどり市市民憲章

みどり市という名の由来

歴代正副議長

みどり市が誕生するまで

わたくしたちは、みどり豊かな渡良瀬川の流れを愛し、岩宿遺跡やあかがね街道に刻まれた先人
の英知を引き継ぎ、未来に向けて希望と調和のあるまちをめざし、ここに市民憲章を定めます。

議　　　長 副　議　長

累　代 氏　名
在職期間

累　代 氏　名
在職期間

自 至 自 至

初　代 藤生 吉雄 H18.4.10 H19.4.30 初　代 竹村 正雄 H18.4.10 H19.4.30

第 2 代
第 3 代

藤生 英喜
H19.5.14
H21.5.14

H21.5.14
H23.4.30

第 2 代
第 3 代

阿左美　守
H19.5.14
H21.5.14

H21.5.14
H23.4.30

第 4 代
第 8 代

金子　實
H23.5.12
H29.5.15

H25.5.13
H31.4.30

第 4 代
第 5 代

椎名 祐司
H23.5.12
H25.5.13

H25.5.13
H27.4.30

第 5 代
第 10 代

古田島和茂
H25.5.13
R3.5.14

H27.4.30
R5.4.30

第 6 代
第 10 代

宮﨑　武
H27.5.12
R5.5.15

H29.5.15
R7.5.1

第 6 代 伊藤 正雄 H27.5.12 H28.9.30 第 7 代 大澤 映男 H29.5.15 H31.4.30

第 7 代 阿左美　守 H28.9.30 H29.5.15 第 8 代 上岡 克己 R1.5.14 R3.5.14

第 9 代 大澤 映男 R1.5.14 R3.5.14 第 9 代 杉山 英行 R3.5.14 R5.4.30

第 11 代
第 12 代 杉山 英行

R5.5.15
R7.5.1

R7.5.1
第 11 代 松井　篤 R7.5.1

MIDORI GIKAI



議会改革 ２０年の歩み

市の木　ソメイヨシノ 市の花　カタクリ

市の鳥　キジ市の花　キク

2006年 4月 大会議室を活用した議場

合併当時　議員は43人(₁期目)

2007年 4月 議員定数を22人に

みどり市議会のルールづくりを開始

2009年 12月 議会改革検討委員会設置

2010年 7月 議員定数を22人→20人へ(2011年4月改選から)

2月 こども議会開催

2012年 3月 議会基本・倫理条例策定等特別委員会設置

2013年 3月 みどり市議会基本条例､

みどり市議会議員政治倫理条例制定(2013年６月施行)

2014年 1月 議会中継、ペーパーレス化（電子化）推進

6月 タブレット端末を導入

12月 議会の録画中継開始

2015年 7月 議会改革調査特別委員会設置

2017年 11月 公聴会開催(議員定数を検討）

12月 議員定数を20人→18人へ(2019年4月改選から)

2022年 好調な競艇事業の売上に対し、複数の議員が
一般質問、決算質疑にて、収益金について質す

⇒市長、執行部の努力により一般会計繰入金
　5億円→20億円に増額

→こども未来基金条例制定（2024年）

2024年 1月 議会運営委員会行政視察

・予算決算常任委員会について〈茨城県常陸大宮市〉

・予算常任委員会について〈茨城県牛久市〉

2025年 5月 予算常任委員会を設置

2026年 1月 議会改革のため視察を実施

・市民と議員の意見交換について、

　予算決算委員会について〈静岡県裾野市〉

・ハラスメント防止条例〈茨城県結城市〉

3月 ハラスメント防止条例制定

2006年 4月 市長選挙　石原条市長（１期目）

2007年 4月 市議会議員選挙（定数 22 人）(2 期目）

2008年 リーマンショック（国際金融危機）

2009年 1月 みどり市市民体育館オープン 

2010年 4月 市長選挙　石原条市長（２期目）

2011年 3月 東日本大震災・福島第一原発事故

4月 市議会議員選挙（定数 20 人）（3期目）

2012年 5月 東京スカイツリー開業

2014年 4月 市長選挙　石原条市長（３期目）

消費税5％から8％へ引き上げ

2015年 4月 市議会議員選挙（4期目）

2016年 3月 みどり市市制施行10周年 

4月 熊本地震

2018年 4月 市長選挙　須藤昭男市長（１期目）

2019年 1月 市マスコットキャラクターが｢みどモス｣に決定

4月 市議会議員選挙(定数18人､立候補29人)（5期目）

5月 改元（平成から令和へ）

10月 消費税8％から10％へ引き上げ

2020年 新型コロナウィルス流行

2021年 7月 東京オリンピック・パラリンピック開催(～9月)

12月 「みどり5つのゼロ宣言」表明

2022年 4月 笠懸西小学校･あずま小中学校開校

市長選挙　須藤昭男市長（２期目）

2023年 4月 市議会議員選挙 (現体制に )(6 期目）

5月 新型コロナウィルス感染症が5類感染症に移行

2024年 1月 能登半島地震

2025年 4月 2025年日本国際博覧会(大阪・関西万博)開催(〜10月)

｢みどり市こども未来基金｣積み立て開始

2026年 3月 みどり市市制施行20周年

4月 市長選挙　須藤昭男市長（３期目）
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作　　詞：佐藤清人
作詞補作：みどり市の歌　歌詞選考委員会
作　　曲：西田直嗣
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 　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　〈平成 23 年３月 27 日制定〉

みどり市の歌



市民の皆さまに聞きました

みどり市でよかった！○○なところ

将来のみどり市、議会に望むこと

MIDORI GIKAI

　市内に身内と出かけるような場
が無いので誰でも楽しめる映画館
などの娯楽施設を期待します。
　　　　笠懸町　丹羽　快斗さん

　みどり市は子育て支援が充実し
ていて、経済的に助かります！
　　大間々町　大槻　さゆりさん

　子どもからシニア世代まで地域
でつながりを持てるところが魅力
だと感じています。
　　　大間々町　森下　敏郎さん

　買い物カートが使えるよう歩道
を整備してほしい。
　移動販売車が地域を回ってくれ
るといい。
　　　　笠懸町　田﨑　孝子さん

　東町の自然を核にした花桃やア
ウトドア施策を官民共同でスピー
ド感を持って取り組んでいただき
たい。
　　　　　東町　諸岡　健一さん

　みどり市のゆるキャラ、みどモ
スがかわいい！
　　　笠懸町　久保田　智菜さん

　あなた色を咲かす東町。
温もりを力に、新しい一歩を踏み
出せるまちであってほしい。
　　　　　東町　新井　敬子さん
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